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今
月
の
特
集
は
、
遠
賀
・
中
間

１
市
４
町
が
１
つ
の
テ
ー
マ
で
作

る
合
同
企
画
。
地
元
の
特
産
品
を

掛
け
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
特
産
品

に
込
め
る
思
い
。
調
理
者
が
レ
シ

ピ
に
込
め
る
思
い
。
た
く
さ
ん
の

思
い
が
重
な
る
こ
と
で
、
市
町
の

垣
根
を
越
え
た
地
元
な
ら
で
は
の

レ
シ
ピ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

読
め
ば
き
っ
と
作
り
た
く
な
る

特
産
品
を
使
っ
た
新
た
な
１
品
。

温
か
く
育
ま
れ
た
地
元
の
食
材
で
、

食
卓
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
丹
波
の
黒
豆
」
と
「
フ

ク
ユ
タ
カ
」
を
交
配
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
生
み
だ
さ
れ
た

中
間
の
枝
豆
。
こ
の
２
品
種

を
掛
け
合
わ
せ
た
こ
と
で
、

他
の
枝
豆
に
は
な
い
濃
厚
で

深
み
の
あ
る
味
わ
い
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
枝
豆
は
、
元
農
業
改

良
普
及
員
の
浦
江
昭
三
さ
ん

に
よ
る
長
年
の
研
究
の
末
に

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績

を
受
け
継
ぎ
、
認
定
農
業
者

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
枝
豆

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
初
旬
に
は
、
農

家
と
消
費
者
の
交
流
を
図
る

た
め
に
枝
豆
狩
り
を
開
催
し

て
い
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

昨
年
で
16
回
目
の
開
催
を
迎

え
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る

人
が
市
内
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。

枝
豆
狩
り
を
す
る
人
の
笑
顔

を
見
る
と「
作
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
来
年
は
も
っ
と
お
い
し
い
枝

豆
を
作
ろ
う
」
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
実
っ
た
枝
豆
を

観
察
し
て
、
土
に
触
れ
な
が

ら
収
穫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
収
穫
し
た
枝
豆
は
ま

た
格
別
で
す
よ
。

　
「
簡
単
」「
お
い
し
い
」「
ヘ

ル
シ
ー
」「
彩
り
」
の
４
つ

に
こ
だ
わ
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹

介
し
ま
す
。
簡
単
で
お
い
し

い
こ
と
は
、
作
っ
て
食
べ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

枝
豆
の
ヘ
ル
シ
ー
さ
に
は

秘
密
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、

枝
豆
は
大
豆
が
成
熟
す
る
前

に
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
、
食

品
分
類
上
は
緑
黄
色
野
菜
に

分
類
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

枝
豆
は
豆
と
野
菜
の
両
方
の

栄
養
的
特
徴
を
持
っ
た
栄
養

価
が
高
い
野
菜
な
ん
で
す
。

枝
豆
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
カ
リ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
、
鉄
分
な
ど
を
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

　

中
間
の
枝
豆
の
収
穫
時
期

は
10
月
初
旬
で
、
徐
々
に
寒

く
な
り
始
め
る
時
期
で
す
。

栄
養
満
点
の
ヒ
ジ
キ
と
一
緒

に
食
べ
て
健
康
な
体
づ
く
り

を
し
て
冬
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

枝
豆
は
少
量
の
塩
を
振
っ

て
い
た
だ
く
の
も
お
い
し
い

で
す
が
、
少
し
手
を
加
え
て

食
卓
を
彩
る
一
品
を
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
彩
り
豊
か

な
食
卓
で
楽
し
く
食
事
を
し

ま
し
ょ
う
。

カフェ食堂 CAPPA
富永 愛さん

interview

特
産
品
の
彩

中
間
市
枝
豆

栄
養
た
っ
ぷ
り

４
色
サ
ラ
ダ

材料（４人分）
枝豆…200g、ヒジキ…125g、絹豆腐…半丁、ミニトマ
ト…５個、塩…小さじ１／２、和風ドレッシング…大さじ５

作り方
①�ヒジキを鍋でいって水分をとばす。
②�ヒジキを鍋から取り出し、熱いうちにドレッシング
をあえる。
③�豆腐を１㎝角に切り、湯通しして水分を切る。
④�トマトを半分に切る。
⑤�枝豆は塩ゆでして実を取り出す。
⑥�ヒジキと豆腐が冷めたら材料を全て合わせる。
⑦塩で味を調える。

ＭＥＭＯ
ごま・青シソ・梅ドレッシングなど、皆さんのお好みのドレ
ッシングに変えてお気に入りの味付けを見つけてください。

中間市認定農業者協議会
太田 修司さん

彩
特産 品の

遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
合
同
企
画

特産品のお求め
　今回紹介する特産
品は、直売所などで
販売しています。１
市４町のうち複数の
市町で生産している
物もあるので、生産
者自慢の味を楽しん
でください。

枝豆たっぷり　　　
　　　　ヒジキサラダ

interview

×中 間
枝 豆

芦 屋
ヒジキ
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材料（４人分）
にんにく（でかにんにく）…３片、ヤリイカ（あしやん
いか）…１杯、アスパラガス…８本、トマト…１個、赤
唐辛子…１本、オリーブ油…大さじ11、シメジ…１株、パ
スタ…360g、柚子こしょう…大さじ１、鶏がらスープの素
…小さじ２、塩・こしょう…適量、A［水…３ℓ、塩…大さじ２］

作り方
①�にんにくとアスパラガスは皮をむき、トマトは皮を
湯むきする。にんにくとトマトは１㎝角に切り、ヤ
リイカとアスパラガスは食べやすい大きさに切る。
②�フライパンにオリーブ油（大さじ７）、にんにく、赤
唐辛子を入れ、弱火にかける。
③�にんにくがきつね色になったらヤリイカを入れ、
塩とこしょうをふって炒める。ヤリイカに火が通
ったら、ヤリイカだけを一度皿に取り出す。
④�③にシメジを加えて炒め、水 200㏄、トマト、鶏
がらスープの素、柚子こしょうを加え、フライパ
ンをよくゆすり火を止める。
⑤�鍋で沸騰させた Aにパスタを入れる。パスタがゆ
で上がる１分前にアスパラガスを鍋に入れ、パス
タと一緒にざるに上げる。
⑥�④にヤリイカと⑤を加え中火で炒め、残りのオリ
ーブ油（大さじ４）を入れて、火を止めてあえる。

ＭＥＭＯ
ヤリイカを皿に取り出すのは、固くならないようにするため。
パスタのゆで時間は、表示より１分短くすることがポイント。
仕上げに、千切りした青シソをお好みで。

ＭＥＭＯ
巨峰は、熱湯に通した後、氷水につけると簡単に皮がむけ
ます。

ヨーグルトムースの
　　　　　コンポート添え

　

何
か
特
色
の
あ
る
巨
峰
は

で
き
な
い
か
―
。
こ
う
し
た

先
人
た
ち
の
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
漢
方
巨
峰
に
は
、
約
40

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
農

薬
な
ど
に
農
業
用
の
漢
方
薬

を
使
う
こ
と
で
、
虫
を
寄
せ

付
け
ず
、病
気
に
強
く
な
り
、

よ
り
甘
い
巨
峰
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

巨
峰
作
り
は
冬
に
枝
切
り

作
業
が
始
ま
り
、
８
月
中
旬

か
ら
９
月
下
旬
ま
で
の
旬
の

時
期
を
終
え
る
と
、
10
月
ご

ろ
ま
で
片
付
け
や
来
期
に
向

け
て
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

生
き
物
相
手
な
の
で
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
お
客

さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と「
来

年
も
お
い
し
い
巨
峰
を
作
ろ

う
」
と
気
合
い
が
入
り
ま
す
。

　

み
ず
み
ず
し
い
巨
峰
は
冷

や
し
て
食
べ
る
の
が
一
番
で

す
が
、私
の
お
す
す
め
は
「
冷

凍
」
で
す
。
凍
っ
た
巨
峰
の

食
感
や
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
果
汁
は
、
ま
さ
に
天
然
の

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
で
す
。
冷
凍

す
る
と
半
年
く
ら
い
は
食
べ

ら
れ
る
の
で
、
旬
が
過
ぎ
て

も
巨
峰
を
味
わ
い
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

生
産
は
、
水
巻
で
か
に
ん

に
く
部
会
の
10
人
で
行
っ
て

い
ま
す
。
秋
に
苗
を
植
え
、

翌
年
の
５
月
下
旬
～
６
月
に

収
穫
し
ま
す
が
、
そ
の
間
、

草
取
り
や
追
肥
、
病
気
の
対

策
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
少
し
変
わ
っ
た

作
業
が
あ
っ
て
、
収
穫
の
１

カ
月
前
に
、
に
ん
に
く
の
芽

を
折
っ
て
取
り
除
い
て
あ
げ

る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
栄
養
が
根
に
集
中
し
て
、

大
き
な
に
ん
に
く
に
育
つ
ん

で
す
よ
。

　

そ
し
て
、
で
か
に
ん
に
く

の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
大
き
い
こ
と
。
普
通
の
に

ん
に
く
の
約
５
倍
の
大
き
さ

で
す
。
１
片
が
大
き
い
の
で
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ん
か
で
も

食
べ
応
え
が
あ
っ
て
良
い
で

す
ね
。
そ
れ
と
、
臭
い
も
少

な
い
の
で
、
ど
ん
な
料
理
に

も
合
い
ま
す
よ
。

　

私
た
ち
が
一
つ
一
つ
心
を

込
め
て
作
っ
た
水
巻
で
か
に

ん
に
く
。
今
回
の
レ
シ
ピ
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

水巻でかにんにく部会
会長　津田 敏文さん

interview

岡
垣
町

漢
方
巨
峰

水
巻
町
で
か
に
ん
に
く 岡垣町漢方巨峰部会

会長　長瀬 峰治さん

でかにんにくのごろごろ
ペペロンチーノ～柚子こしょう風味～

ヨーグルトムース
材料（４人分）　プレーンヨーグルト…450g、砂糖
…50g、粉ゼラチン…５g、生クリーム（動物性）…
200cc、水…大さじ２
作り方
①�水に粉ゼラチンを振り入れ、ふやかしておく。
②�ボウルにヨーグルトと砂糖を入れて混ぜる。
③�生クリームを②と同じくらいの固さに泡立てる。
④�①をレンジで約30秒加熱し、②に少しずつ加えてよ
く混ぜ、③を少しずつ加えて混ぜあわせる。
⑤�グラスに入れて冷蔵庫で冷やし固める。

巨峰のコンポート
材料（４人分）　巨峰（漢方巨峰）…１房、Ａ［砂糖…
50g、レモン汁…大さじ１、水…100cc］
作り方
①�巨峰の皮をむき、鍋に皮とＡを入れ、中火で５分煮る。
②�①に実を入れ、鍋をゆすりながら中火で５～10分煮る。

イチジクのコンポート
材料（４人分）　イチジク…大４個、白ワイン…60cc、
砂糖…80g、レモン汁…小さじ１
作り方
①�皮をむいたイチジクと白ワイン、砂糖を鍋に入れ、落
としぶたをして10分煮る。煮えたらレモン汁を加える。

彩
特産 品の

彩
特産 品の

interview

×岡 垣
巨 峰

中 間
イチジク

×水 巻
に ん に く

芦 屋
ヤリイカ

× 中 間
ア ス パ ラ
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材料（４人分）
サワラ（切り身）…４切れ、ミカン…１個、みそ（ほの
ぼの味噌）…大さじ２と½、砂糖…大さじ１、青ネギ（かお
りっこ）…½束、アスパラガス…４本

作り方
①�サワラは腹の方から、皮を切り落とさないように
切れ目を入れる。
②�ミカンを皮つきのまま 3～ 4mmの厚さで半月切り
にする。（８枚）
③�②の残りのミカンで果汁を絞り、みそと砂糖を混
ぜ合わせる。
④�アスパラガスを食べやすい大きさに切る。
⑤�青ネギを 3cmの長さに切る。
⑥�①の切れ目に③を塗り②と⑤をはさみ、残りの③
を表面に塗る。グリルで焦げ目がつきすぎない程
度に焼く。④も一緒に焼く。
⑦�皿にサワラを盛り、アスパラガスを添え、刻んだ
青ネギを散らす。

ＭＥＭＯ
グリルがなければ、フライパンにオーブンシートを敷き、
中火でふたをして蒸し焼きにすることもできます。

ＭＥＭＯ
彩り豊かな栄養満点のメニューで、ご飯が進みます。

イワシのスタミナビビンバ丼
　　　　　　　　うにの彩添え

　

遠
賀
町
特
産
米
「
夢
れ
ん

げ
」
は
遠
賀
町
産
100
％
の
お

い
し
い
お
米
で
す
。

　

10
月
に
田
ん
ぼ
に
れ
ん
げ

の
種
を
ま
き
、
春
に
満
開
に

咲
い
た
れ
ん
げ
を
田
ん
ぼ
に

す
き
こ
む
と
、
良
い
肥
料
と

な
り
ま
す
。
そ
の
田
ん
ぼ
で

作
っ
た
お
米
が「
夢
れ
ん
げ
」

で
す
。
稲
の
育
ち
を
さ
ら
に

良
く
す
る
た
め
、
米
ぬ
か
や

遠
賀
町
産
の
菜
種
油
を
作
っ

て
出
た
油
か
す
も
肥
料
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
夢
れ
ん
げ
」
の
種

子
は
、病
気
の
予
防
の
た
め
、

種
ま
き
の
前
に
消
毒
し
ま
す

が
、
農
薬
を
使
わ
ず
に
60
度

の
お
湯
に
つ
け
、
徹
底
し
た

温
度
と
時
間
の
管
理
を
行
う

こ
と
で
消
毒
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
基
準
よ
り
も
化
学
肥

料
や
化
学
合
成
農
薬
を
２
分

の
１
以
下
に
削
減
し
、
手
間

暇
か
け
て
作
っ
た
安
心
で
安

全
な
特
別
栽
培
米
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
に
、
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

春
に
は
遠
賀
町
の
田
ん
ぼ

に
れ
ん
げ
が
咲
き
誇
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
欲
し

い
で
す
ね
。

　

芦
屋
町
か
ら
望
む
響
灘
に

は
、
ヤ
リ
イ
カ
や
タ
イ
な
ど

が
水
揚
げ
さ
れ
る
豊
か
な
漁

場
が
あ
り
ま
す
。
夏
は
主
に

芦
屋
町
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

た
ヤ
リ
イ
カ
「
あ
し
や
ん
い

か
」
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、

実
は
今
、
注
目
し
て
い
る
の

は
、
１
年
を
通
し
て
水
揚
げ

で
き
る
サ
ワ
ラ
で
す
。

　

特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

脂
が
の
っ
た
４
～
５
㎏
以
上

の
サ
ワ
ラ
が
５
月
ご
ろ
ま
で

芦
屋
沖
で
取
れ
ま
す
。
漁
は

船
を
進
め
な
が
ら
釣
る
ト
ロ

ー
リ
ン
グ
漁
法
で
、
大
き
な

サ
ワ
ラ
を
１
本
釣
り
し
ま
す
。

　

新
鮮
な
サ
ワ
ラ
は
身
が
柔

ら
か
く
、
刺
身
や
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
で
食
べ
る
の
が
漁
師
の

定
番
で
す
。
２
～
３
日
寝
か

せ
た
切
り
身
を
刺
身
に
す
る

と
、
と
ろ
っ
と
し
た
甘
み
が

増
し
て
最
高
で
す
よ
。

　
２
月
25
日
・
26
日
に
は
「
第

１
回
福
岡
ご
当
地
さ
わ
ら
サ

ミ
ッ
ト
in
芦
屋
町
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
内
や
近
郊
の

飲
食
店
な
ど
か
ら
サ
ワ
ラ
の

創
作
料
理
が
提
供
さ
れ
、
新

し
い
サ
ワ
ラ
料
理
の
可
能
性

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

遠賀漁業協同組合芦屋支所
青壮年部　中西 智昭さん

interview

遠
賀
町

夢
れ
ん
げ

芦
屋
町
サ
ワ
ラ

遠賀町自然環境保全会
会長　岩崎 公彦さん

材料（４人分）
ご飯（夢れんげ）…400g、イワシ…４尾、サラダ油…
大さじ１、大豆モヤシ…80g、酢…少々、キャベツ…３枚、
ホウレン草…1／3束、卵…２個、片栗粉…適量、青シソ…
４枚、塩うに…適量
A［しょうゆ・みりん・砂糖・水…各大さじ２、豆板醤…
小さじ 1／2］
B［コチュジャン・砂糖…各小さじ１、みそ（ほのぼの味噌）・
みりん…各小さじ２］

作り方
①�卵をゆでる。イワシは手開きにし、片栗粉をまぶす。
②�フライパンにサラダ油を熱し、イワシの身の方から
焼き、両面が焼けたら軽く混ぜたＡを加え、煮絡める。
③�モヤシは酢を加えた熱湯でさっとゆで、ざるに上げ
てそのまま冷ます。キャベツは細切りにしさっとゆ
で、ざるに上げる。ホウレン草は、ゆでて２㎝の長
さに切る。
④�小鍋にＢを入れ、弱火で煮溶かし、ピリ辛みそを作る。
⑤�器にご飯を盛って③の野菜を広げ、②をのせる。輪
切りにしたゆで卵を飾り、④と青シソにのせた塩う
にを添える。

彩
特産 品の

サワラの
　　ほのぼの焼き

interview

彩
特産 品の

×芦 屋
サワラ・ネギ

岡 垣
ミカン

× 中 間
み そ

×遠 賀
こ め

岡 垣
塩うに
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な

かま

目 次 ーC O N T E N T Sー

広報なかま 2017年３月号

皆さんは、地元ならで
はの食材を知っていま
すか。特集記事「特産品
の彩」を読んで、地元で
育まれる特産品をチェ
ックしてください。また、
地元の食材を掛け合わ
せて誕生したオリジナ
ルレシピは必見ですよ。
地元の食材で、食卓を
彩ってみませんか。

表紙のはなし ーCOVER STORYー

２ 遠賀・中間１市４町合同企画　特産品の彩
８ なかまでつなごう市民リレー
９ I LOVE なかま遠賀川フェス

なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

　川柳では、17 音という限られた世界に人
の心を詠み、喜怒哀楽を表現します。限ら
れた音の中で諷

ふ う え い

詠するというのは、俳句や
短歌などにも共通しますが、川柳にはとり
わけ人間諷詠の面白さがあります。
　川柳に魅せられて 50 年以上。今では、
全日本川柳協会「川柳くろがね吟社」の主
幹を務め、川柳で地域を元気にしたいと活
動しています。小・中学生にも川柳を身近
に感じてもらいたいと始めた北九州ジュニ
ア川柳は、昨年で７回を迎え、昨年の応募
総句数は1,526 句にのぼりました。
　子どもたちが詠む句は、家族や夢など、
読んで気持ちが明るくなるものがたくさん
あります。子どもたちのかわいくも前向きな
句で、地域を明るく照らしてほしいですね。
　子どもたちには、川柳をとおして、多角
的に物事を見る視点を養ってほしいです。
人と違った角度から物事を考えるという経
験は、これからの世の中を生き抜くうえで
大切な力になることでしょう。

古
ふ る や

谷 龍
りゅうたろう

太郎さん（弥生一丁目・80歳）

一行の詩
うた

がこころを春にする

14 まちのわだい
10 市からのお知らせ

ちいさなこころではぐくむ人権
世界遺産でなかまになろう

18

19 やっちゃれ環境、くらしのミカタ

21 温故知新、文芸歳時記
22 健康ファミリー、Nakama's キッチン
23 医療講座、なかマルシェ
24 くらしの情報
26 みんなのひろば
28 行事予定

20 図書館だより、体育の時間

16 福祉の輪

I LOVE なかま
　　　  遠賀川フェス

　中間市を元気にしたいと立ち上がっ
た「NPO 法人中間市地域活性化協議
会」。市の中央を流れる遠賀川から元
気を発信しようと「食」と「音楽」の力を
活用したイベントで市を盛り上げました。

　実は今、「ミズベリングプロジェクト」
として、川を基点にしたまちおこしが全
国的に進められています。そんな中、
中間市でも、遠賀川から活力を生み出
す活動が芽生え始めました。

　「食」には、肉、ラーメン、
キッチンカーと40 を超える店
舗が集結。小さな子どもから
大人まで、おいしい料理に舌
鼓を打ちました。
　「音楽」では、ダンスボーカ
ルユニットの DA PUMP や中
間市出身の R&B 双子デュオ、
健太康太などをゲストに迎え
るなど、朝から晩まで市役所
前の遠賀川河
川敷は大いにに
ぎわいました。

イベント PICK UP!!!

9 Nakama City Public Relations

おいしいと楽しいが
いーっぱい♪

１. DA PUMP のパフォーマンス
に観客のテンションは最高潮。

２. 行列が途切れなかった牛タン
の串焼き。

３. 人気店がずらりと並ぶ。
４. 肉と野菜たっぷりのケバブ。
５. おいしさに思わず笑顔がこぼれる。

２

１

３

４５
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。 中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

市役所の休日開庁
●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９

　

転
入
や
転
出
な
ど
の
手
続
き

で
、
多
く
の
人
の
来
庁
が
予
想

さ
れ
る
こ
の
時
期
、
市
役
所
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
休
日
の

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
転
入
や

転
出
の
届
け
出
な
ど
に
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
事
前
に
担
当
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
26
日
日
、

４
月
２
日
日
・
９
時
～
正
午

■
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

○
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
の

住
民
異
動
届

○
諸
証
明
発
行

○
所
得
や
納
税
、
固
定
資
産
の

証
明

○
印
鑑
登
録

○
戸
籍
届

○
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
や

免
除
申
請

※
固
定
資
産
の
一
部
な
ど
、
当

日
発
行
出
来
な
い
証
明
書
が
あ

り
ま
す
。
証
明
書
の
発
行
に
は

窓
口
に
来
る
人
の
身
分
証
明
書

が
必
要
で
す
。
本
人
以
外
の
申

請
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
戸
籍
の
届
け
出
で
、
他
市
町
村

な
ど
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
、

届
出
書
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
手
続
き
で
、
年

金
事
務
所
な
ど
へ
の
確
認
が
必

要
な
場
合
、
後
日
連
絡
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

○
保
育
所
入
所
の
受
け
付
け

○
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

○
ひ
と
り
親
医
療
証
の
発
行
手

続
き

※
他
市
町
村
な
ど
へ
確
認
が
必

要
な
場
合
や
添
付
書
類
に
不
備

が
あ
る
と
き
は
、
受
け
付
け
出

来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
介
護
保
険
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
３

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
の
発
行
手
続
き

○
介
護
保
険
料
納
付
書
の
発
行

※
納
付
場
所
は
収
納
課
で
す
。

■
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
し
尿
収

集
の
開
始
、
廃
止
、
変
更
手

続
き

○
し
尿
収
集
料
金
の
納
付
書
再

発
行

※
後
日
、
金
融
機
関
で
の
納
付

が
必
要
で
す
。

■
健
康
増
進
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
６

○
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
こ
と

○
子
ど
も
医
療
証
、
障
害
者
医

療
証
の
発
行
手
続
き

※
他
市
町
村
や
医
療
機
関
、
保

険
者
な
ど
に
確
認
が
必
要
な
場

合
や
添
付
書
類
に
不
備
が
あ
る

と
き
は
、
受
け
付
け
出
来
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
証
な
ど
は
、
後

日
郵
送
し
ま
す
。

■
収
納
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
７

〇
税
金
の
納
付
や
納
税
相
談

■
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

○
障
害
者
手
帳
の
記
載
変
更
手

続
き

■
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
市
営
住
宅

の
受
け
付
け

■
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

○
転
校
手
続
き

○
校
区
外
・
区
域
外
通
学
申
請

○
入
学
通
知
書
の
交
付（
小
・
中

学
校
の
新
１
年
生
）

土地及び家屋価格等縦覧帳簿・固定資産課税台帳の閲覧
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

　

縦
覧
帳
簿

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
ま
た
は
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
土

地
の
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す

●
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
家

屋
の
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
建
築
年
・
床
面
積
・

価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

●
縦
覧
期
間　

４
月
３
日
月
～

５
月
31
日
水
・
８
時
30
分
～

17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
。

●
縦
覧
出
来
る
人

○
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、

同
居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
出
来

る
人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持

っ
て
い
る
人

●
必
要
書
類

〇
印
鑑

〇
納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
出
来
る
も
の

※
納
税
者
が
法
人
の
場
合
に
は
、

法
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
審
査
請
求
期
間　
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内

※
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

中
間
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
審
査
請
求
が
出
来
ま
す
。

※
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書

を
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
課
税
内
容
な
ど
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）の
所
有
者
や
借
地

借
家
人
な
ど
の
関
係
者
は
、
平

成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
の
も
と
と
な

る
、
固
定
資
産
課
税
台
帳（
固

定
資
産
の
所
有
者
の
住
所
、
氏

名
、
所
在
地
番
、
評
価
額
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

●
閲
覧
開
始
日　
４
月
３
日
月

●
閲
覧
時
間　
８
時
30
分
～
17

時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
。

●
閲
覧
出
来
る
人

○
納
税
義
務
者
、
同
居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
出
来

る
人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持

っ
て
い
る
人

○
借
地
人
・
借
家
人（
賃
貸
借

契
約
書
な
ど
が
必
要
）

※
借
地
ま
た
は
借
家
人
は
、
当

該
借
地
ま
た
は
借
家
に
か
か
る

固
定
資
産
に
限
り
ま
す
。

●
閲
覧
お
よ
び
証
明
手
数
料　

１
件
300
円

※
縦
覧
期
間
中（
４
月
３
日
～

５
月
31
日
）は
閲
覧
に
限
り
無

料
で
す
。

●
必
要
書
類　

〇
納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
出
来
る
も
の

〇
権
利
を
証
明
出
来
る
も
の

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
課
税
課

※
６
月
中
旬
ま
で
は
、
耐
震
改

修
工
事
の
た
め
、
課
税
課
は
本

館
地
下
の
仮
設
室
に
あ
り
ま
す
。

　
中
間
市
の
発
注
予
定
工
事
名
、

時
期
な
ど
や
発
注
済
み
工
事
の

入
札
金
額
、
落
札
金
額
、
契
約

の
相
手
方
な
ど
、「
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
同
法

施
行
令
」
に
定
め
る
内
容
を
閲

覧
出
来
ま
す
。

●
期

間

〇
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
29

年
度
末
ま
で

〇
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か

ら
１
年
間

〇
契
約
情
報
…
契
約
締
結
か
ら

１
年
間

※
発
注
見
通
し
と
入
札
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
出
来
ま
す
。

公共工事情報の閲覧
●場所・問合先　契約課　☎（２４６）６２５５

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
１
５
年

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
に
よ

る
と
、
糖
尿
病
有
病
者（
糖
尿

病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
）の
割
合

は
、
男
性
で
19
・
５
％
、
女
性

で
9.2
％
で
あ
り
、
２
０
０
６
年

調
査
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
の
代
表
で
あ
る

糖
尿
病
は
、
発
見
が
遅
れ
る
と

命
に
関
わ
る
合
併
症
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
得
て
自
分
の
体
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
糖
尿
病
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

毎
月
第
２・
４

火
曜
日
・
14
時
～

糖尿病教室
●場所・問合先　市立病院　☎（２４５）０９８１

地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会の委員募集
●申込・問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２７０

　

第
２
期
中
間
市
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。
広
く
市
民
の
意

見
を
聴
き
、
計
画
の
参
考
と
す

る
た
め
、
こ
の
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人

〇
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
参
加
可
能
な
人

※
全
６
～
７
回
の
会
議
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
任

期　
２
年

●
報

酬　
３
、５
０
０
円
／

１
回

●
募
集
人
数　
２
人
程
度

●
応
募
方
法　
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動

機（
400
～
800
字
）を
記
入
し
て

提
出

※
応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
本

人
負
担
で
す
。

●
応
募
締
切　
４
月
５
日
水
・

　
必
着

●
選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書

類
を
も
と
に
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
通
知
し
ま
す
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中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
● 日 時　４月１日土、21日金・15 時～17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜～金曜日の午前８時 30
分～午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　４月１日土、21日金、27 日木・15 時～17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日～金曜日・９時～17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日～金曜日・９時～17 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日～金曜日・９時～ 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●      日 時　４月12 日水・10 時～16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１～４火曜日
●時間・場所
　○13 時～14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14 時 30 分～15 時 30 分・ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
● 受 付　月曜日～金曜日・８時 30 分～17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター
　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

狂犬病予防の集団接種
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　

自
治
公
民
館
な
ど
で
、
狂
犬

病
予
防
の
集
団
注
射
を
行
い
ま

す
。
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
飼

い
主
の
皆
さ
ん
へ
は
、
３
月
下

旬
ま
で
に
案
内
は
が
き
を
郵
送

し
ま
す
。
都
合
が
良
い
時
間
・

実
施
会
場
を
確
認
し
て
、
必
ず

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

注
射
は
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
毎
年
好
評
の
日
曜
日
注
射
は
、

４
月
２
日
日
に
市
役
所
河
川
敷

駐
車
場
で
実
施
し
ま
す
。
仕
事

な
ど
で
平
日
の
集
団
注
射
に
参

加
出
来
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
を

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
名
前
や
犬
種
な
ど
を
登
録

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
未
登
録
の
人
へ
は
案
内
は

が
き
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
注

射
と
同
時
に
登
録
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
最
寄
り
の
実
施

会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
防
注
射
は
か
か
り
つ

け
の
動
物
病
院
で
も
出
来
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
感
染
・
発
症
し
た
場

合
ほ
ぼ
100
％
死
に
至
る
人
畜
共
通

感
染
症
で
す
。
年
１
回
必
ず
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
・
会
場　
左
記
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
手
数
料

〇
予
防
注
射　
３
、１
５
０
円

〇
登
録
＋
予
防
注
射

　
６
、１
５
０
円

※
お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

〇
飼
い
犬
が
登
録
済
み
で
あ
る
か

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

〇
犬
の
扱
い
が
十
分
可
能
な
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

〇
会
場
で
ふ
ん
を
し
た
と
き
は

片
づ
け
を
し
て
く
だ
さ
い

■ 予防注射実施日程表 ■
午　　　前 午　　　後

場　所 時　間 場　所 時　間
市役所河川敷駐車場 10:00 ～ 11:00

岩瀬東町公民館  9:45 ～ 10:10 中鶴三区集会所 13:20 ～ 13:40

岩瀬西町一区公民館 10:25 ～ 10:55 栄町公民館 13:55 ～ 14:10

浄花町公民館 11:10 ～ 11:30 下蓮花寺公民館 14:25 ～ 14:40

太賀二区公民館 15:00 ～ 15:30

垣生公民館  9:45 ～ 10:20 砂山公民館 13:20 ～ 13:40

下大隈公民館 10:35 ～ 10:50 御館町公民館 14:00 ～ 14:30

ＪＡ北九底井野倉庫前 11:05 ～ 11:20 白天公民館 14:45 ～ 15:15

中底井野公民館 11:35 ～ 11:50

土手ノ内二区公民館  9:45 ～ 10:35 小田ヶ浦公民館 13:20 ～ 13:45

中尾一区公民館 10:50 ～ 11:05 深坂公民館 14:00 ～ 14:25

松ヶ岡一区公民館 11:20 ～ 11:35 七重公民館 14:40 ～ 15:00

扇ヶ浦一区公民館  9:45 ～ 10:05 通谷二区公民館 13:20 ～ 13:40

鍋山公民館 10:20 ～ 10:35 市役所本館地階
公用車駐車場 14:00 ～ 14:40

通谷三区公民館 10:50 ～ 11:10
※時間厳守でお願いします。

桜台公民館 11:25 ～ 11:40

市の窓口で口座振替申込手続きが出来ます
●問合先　収納課　☎（２４６）６２７５

　

４
月
か
ら
始
ま
る
新
サ
ー
ビ

ス
「
ペ
イ
ジ
―
」
で
は
、
市
税

な
ど
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み

を
市
役
所
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
口
座
振
替
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

○
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
督
促

料
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

○
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん

○
紙
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

○
手
続
き
が
簡
単
で
す

●
取
り
扱
い
税
目　
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

●
取
り
扱
い
窓
口

〇
収
納
課
、
東
部
・
西
部
出
張
所

〇
健
康
増
進
課（
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
み
）

●
利
用
可
能
な
金
融
機
関　
遠

賀
信
用
金
庫
、
九
州
労
働
金

庫
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、

福
岡
銀
行
、
福
岡
ひ
び
き
信

用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
手
続
き
に
必
要
な
物

○
利
用
可
能
な
金
融
機
関
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド（
暗
証
番

号
の
入
力
が
必
要
で
す
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書

※
金
融
機
関
で
手
続
き
を
す
る

と
き
は
、
通
帳
と
届
出
印
が
必

要
で
す
。

　

用
件
ご
と
に
番
号
札
を
発
券

　

市
民
課
に
、
受
付
番
号
発
券

機
と
番
号
案
内
表
示
器
を
導
入

し
ま
し
た
。「
証
明
な
ど
の
発

行
」「
年
金
手
続
き
」「
届
出
な

ど（
住
民
異
動
・
印
鑑
登
録
な

ど
）」
と
い
っ
た
用
件
に
応
じ
て

番
号
札
を
発
券
し
ま
す
。
そ
の

後
、
受
け
付
け
か
ら
交
付
ま
で

音
声
案
内
で
順
番
に
案
内
す
る

の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
順
番

待
ち
す
る
こ
と
な
く
、
椅
子
に

座
っ
て
待
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が　

　

お
手
伝
い

　

来
庁
者
が
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ

に
手
続
き
出
来
る
よ
う
に
、
フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
発
券
機

の
操
作
や
申
請
書
の
記
入
補
助
、

窓
口
案
内
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

受
付
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ

①
諸
証
明
交
付
申
請
書
・
住
民

異
動
届
書
な
ど
を
記
入
す
る

②
番
号
札
を
受
け
取
る

③
待
ち
合
い
フ
ロ
ア
で
待
つ

④
番
号
が
呼
ば
れ
た
ら
、
番
号

が
表
示
さ
れ
た
窓
口
に
行
き
、

番
号
札
と
諸
証
明
交
付
申
請

書
、
住
民
異
動
届
書
な
ど
を

提
出
す
る

⑤
切
り
離
し
た
番
号
札
を
受
け

取
り
、
待
ち
合
い
フ
ロ
ア
で

再
び
待
つ

⑥
再
び
自
動
音
声
案
内
で
番
号

が
呼
ば
れ
た
ら
、
番
号
表
示

の
あ
る
窓
口
に
行
く

⑦
窓
口
に
番
号
札
を
提
出
し
、

証
明
書
な
ど
を
受
け
取
る

　

広
告
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

　

広
告
放
映
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
、
地
元
企
業
な
ど
の
広
告
を

放
映
す
る
有
料
広
告
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
放
映
モ
ニ
タ
ー

で
は
、
有
料
広
告
と
合
わ
せ
て
、

市
の
行
政
情
報
な
ど
を
放
映
し

ま
す
。

市民課窓口の受け付け方法が変わりました
●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９

６
日
木

２
日
日

４
月

11
日
火

24
日
月

28
日
金

市民課の窓口に３台の表示器を設置します。
「証明発行」「その他届出」「年金」に分かれ、それぞれの要件に
応じて受け付けで番号札をお渡しします。
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世界遺産保全のための寄付金

９ページで紹介をした「I LOVE なかま遠賀川フェス」の主催
者である「ＮＰＯ法人中間市地域活性化協議会」から、世
界遺産保全のための寄附を頂きました。この寄付金は、イ
ベントに出店した店から集められたもので、「中間市に誕生
した世界遺産を保全し、後世に伝えていこう」という思いが
込められています。今後も母なる遠賀川から賑わいと笑顔
を生みだせるよう皆さんのご協力をお願いします。

２／ 20
～後世に伝える市の遺産～

鮭の放流会

今年で３回目を迎えるなかま鮭の会主催による鮭の放流
会。市内の保育園、幼稚園、小学校の園児・児童が続々
と市役所前河川敷に集まり、卵から大切に育てた鮭の稚
魚を放流しました。たまたま近くを訪れた柚

ゆ ず ゆ

結ちゃんとお
母さんも鮭の放流に参加。柚結ちゃんは「おさかなさんが
いっぱ～い」と大喜び。「また会おうね～」と遠賀川から大
海へ向かう鮭を見送りました。

２／ 28
～おさかなさんまたね～

郷土史講座２／ 25

早いもので、遠賀川水源地ポンプ室が世界文化遺産に登録
されて２年が経とうとしています。今回は、「そもそも世界
遺産とはなんぞや」というテーマで、世界遺産の成り立ちや
世界中に点在する遺産にはどんなものがあるかなどを学び
ました。また、日本の産業革命を象徴すると言われるポン
プ室を含めた遺産群。その産業革命についても歴史をひも
解き、参加者は明治時代に思いを馳せていました。

～世界遺産と遠賀川水源地ポンプ室～

交通や生活、産業などさまざまな顔を持つ川をまちづくりに
役立てようと、ミズベリングプロジェクト事務局の真田武幸
さんらを迎え、遠賀川の可能性を探る講演会が開催されま
した。ミズベリングプロジェクトとは、川を舞台にして、商業
や文化の拠点を創り出す事業で、日本の多くの川で推進さ
れています。水辺をもっと自由に楽しく利用できるよう、中間
市の古くからあるシンボルを使った事業が動きはじめます。

遠賀川に水辺の賑わいをつくろう講演会２／ 11
～川の役割をもう一度見直そう～

節分豆まき大会

節分の日に、イオンなかま店で豆まき大会が開かれ、350
を超える人が参加しました。まかれた豆には、協賛店から
の様々な副賞が付いており、会場は豆に向かって精一杯手
を伸ばし「こっちこっち」と叫ぶ人たちであふれました。イオ
ンなかま店は、独自でイベントを主催するだけでなく、餅
つき大会や遠賀川フェスなど、市内のイベントに積極的に
参加して、地域を盛り上げるための活動を続けています。

２／３
～鬼は外！福は内！～

中間東小でもちつき大会

農業体験学習の一環として、毎年田植えや稲刈りを行う子
どもたち。この日は、大人たちに教わりながら一生懸命に
もちつきをしました。見よう見まねできねを振るうものの、
臼をついてしまったり、きねにもちがくっついてしまったり思
わぬ苦戦の連続。それでも、交代しながら力を合わせて
出来上がったもちは格別の味のはずです。小さく丸めて家
に持ち帰り、家族に自慢しながらほおばったことでしょう。

２／２
～よいしょよいしょでリズムよく～

４月から小学１年生になる市内の幼稚園児と保育園児が集
まり、交通マナーを学びました。バス通園だったこれまで
と違い、歩いて通学することになります。横断歩道の渡り方
や信号の意味などを教わり、記念に反射板など交通安全
グッズを受け取りました。スマホや小型ゲームの普及で、「な
がら運転」による事故が後を絶ちません。子どもだけでなく、
大人の私たちも今一度交通ルール守りましょう。

新入学児交通安全教室２／２
～右見て左見てしっかり前を向いて歩こう～

イオンモール八幡東で行われた「こども博」は、子育てママへ
の情報誌を製作するなど、子育てママから絶大な支持を得
ている「リトル・ママ」主催のイベント。子育て中の人にうれし
い情報や子どもたちが遊べる場が充実した会場に中間市も
参加し、中間市の充実した子育て環境や空き家バンクなど
を紹介しました。また、ステージイベントでは、なかっぱのじ
ゃんけん大会にも、たくさんの子どもが参加してくれました。

こども博２／ 18・19
～中間市の子育て環境をアピール～
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精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
「
精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
精
神

障
が
い
者
と
は
、「
統
合
失
調
症
、
精
神

作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
ま
た
は
そ

の
依
存
症
、
知
的
障
害
、
精
神
病
質
そ

の
他
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を
い
う
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
は
、
こ
の
よ
う
な
精
神

疾
患
が
一
定
程
度
の
状
態
に
あ
る
こ
と

を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級

は
１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ
り
、
所
持
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
所
得
税
、
市
町
村
民
税

な
ど
各
種
税
の
控
除
、
公
共
交
通
機
関

の
料
金
割
引
、
公
共
施
設
、
文
化
施
設

の
料
金
割
引
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

手
帳
の
申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●
必
要
書
類

〇
障
害
者
手
帳
申
請
書

〇
診
断
書
ま
た
は
年
金
証
書（
精
神
障
が

い
に
よ
る
障
害
年
金
受
給
者
）

〇
写
真（
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
、
た
て

４
㎝
×
よ
こ
３
㎝
の
も
の
）

●
提
出
先　
福
祉
支
援
課

●
注
意
事
項

〇
精
神
疾
患
に
関
す
る
初
診
日
か
ら
６

か
月
以
上
経
過
し
た
時
点
で
申
請
が

可
能
と
な
り
ま
す

〇
手
帳
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、
交
付

日
か
ら
２
年
が
経
過
す
る
日
の
属
す

る
月
の
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

年
ご
と
に
更
新
手
続
き
を
行
わ
な
い

と
無
効
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
支
援
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

還
付
金
詐
欺
に
注
意

　

市
役
所
職
員
や
銀
行
員
を
装
い
、
電

話
や
訪
問
に
よ
り
お
金
や
保
険
証
を
だ

ま
し
取
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
指
示
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
操
作

さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
市
役
所
職
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、

必
ず
職
員
証
で
身
分
の
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら
の
電

話
で
、
次
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
銀
行
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
指
示
さ

れ
た

〇
ま
だ
間
に
合
う
と
言
わ
れ
急
ぐ
よ
う

指
示
さ
れ
た

〇
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
な
ど
で
現
金
を
送
る

よ
う
指
示
さ
れ
た

〇
相
手
の
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
な
い

非
通
知
で
の
着
信
が
あ
っ
た

〇
０
９
０
や
０
８
０
な
ど
で
始
ま
る
携

帯
電
話
の
番
号
か
ら
着
信
が
あ
っ
た

●
注
意
事
項

　

市
役
所
で
は
「
医
療
費
」
や
「
国
民

健
康
保
険
税
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」
な
ど
の
還
付
金
が
あ
る
場
合
、

電
話
で
口
座
の
暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
銀
行
に
職
員
が
出
向
く
こ
と

や
、
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
操
作
さ
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
の
お

金
の
相
談
は
す
べ
て
詐
欺
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。
大
切
な
財
産
を
犯
人
に
渡
さ

な
い
た
め
に
、
不
審
な
話
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

修
学
で
の
市
外
転
出
も

届
出
が
必
要
で
す

　

届
出
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
進
級
な

ど
で
継
続
し
て
市
外
に
住
む
場
合
、
平

成
28
年
度
に
申
請
し
た
人
も
、
４
月
以

降
に
再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
必
要
書
類

〇
印
鑑

〇
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
な
ど

※
入
学
前
の
人
は
「
合
格
通
知
」
や
学

費
な
ど
の
「
納
入
証
明
」
で
も
手
続
き

が
出
来
ま
す
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
人
の
生
活
の
困
り
ご
と

を
一
緒
に
解
決
し
た
り
、
適
切
な
窓
口

を
紹
介
し
た
り
す
る
事
業
所
で
す
。
社

会
福
祉
士
や
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
の
専
門
の
相
談
支
援
員
が
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
約
200
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
相
談
の
内
容
は
「
仕
事
が
決

ま
ら
な
い
」「
履
歴
書
の
書
き
方
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
仕
事
の
相
談
や
、「
借

金
を
何
と
か
し
た
い
」「
生
活
が
苦
し
い
」

と
い
っ
た
お
金
の
相
談
、
そ
の
ほ
か
に
も

家
族
関
係
や
介
護
の
相
談
な
ど
、
生
活

に
関
す
る
相
談
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
ど
の
よ
う
に
問
題
解
決
す
る

べ
く
寄
り
添
っ
て
い
く
か
、
架
空
の
事

例
を
元
に
紹
介
し
ま
す
。

■
状
況

　

90
代
の
両
親
と
50
代
の
娘
の
３
人
で

賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

父
親
は
病
気
を
患
っ
て
お
り
介
護
が
必

要
な
状
態
に
あ
り
、
娘
は
１
年
前
に
仕

事
を
辞
め
父
親
の
介
護
に
専
念
し
て
い

ま
す
。
年
金
と
貯
蓄
を
切
り
崩
し
な
が

ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
父
親
が
他

界
し
、
そ
の
後
は
家
計
状
況
も
苦
し
く

な
り
ま
し
た
。

■
対
応

　

ま
ず
は
、
生
活
の
立
て
直
し
の
た
め

に
生
活
の
状
況
や
家
計
の
状
況
を
一
つ
一

つ
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
母
親
の
年
金

だ
け
で
生
活
す
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
娘
に
「
働
き
た
い
」
と

い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
就
労
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
同
行
し
、
職
員
と

連
携
し
な
が
ら
週
１
回
の
面
談
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
世
帯
の
収
入
が
増
加
す

れ
ば
、
家
計
も
楽
に
な
り
貯
金
も
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
賃

貸
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
が
高
額
で
転
居
を

し
た
い
と
希
望
す
れ
ば
、
家
探
し
も
手

伝
い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
に
出
向
く
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
出
張
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
受
付
時
間　
９
時
～
17
時（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
場

所　
中
間
二
丁
目
10
‐
１

●
問
合
先　
市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
０
３
０

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
制
で
す
。

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
や
、
退
職
し

た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
も
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た

め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な

る
場
合

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
と
そ
の
配

偶
者
な
ど（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶

者
以
外
の
人
）は
、
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
に
な
り
、
市
役
所
の
窓
口

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度

や
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
る
制
度
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
の
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。

■
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
な

る
場
合

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者（
65
歳
以
上

70
歳
未
満
で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由

と
す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
人
は

除
く
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
届
書

の
提
出
は
、
事
業
主（
健
康
保
険
組
合

の
場
合
は
組
合
）経
由
で
行
い
ま
す
。

　

第
三
号
被
保
険
者
は
、
個
別
に
保
険

料
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢
給
付

の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
老

齢
給
付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て

い
る
場
合
に
も
、
特
例
任
意
加
入
被
保

険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
市
役
所
の
窓

口
で
行
い
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原

則
と
し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

福 祉 の 輪
みんながつながる

なかまで暮らそう
～ノーマライゼーション～

福祉支援課
☎（２４６）６２８２

 ノーマライゼーションとは、
「障がい者も健常者もすべての人
が一緒に暮らせる社会が当たり前
だ」という考え方のことです。

解決します
生活の困りごと

市民生活相談センター
☎（２４６）１０３０

※出張相談も可能です。相談は
要予約です。
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ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文をとおして、
もう一度人権について考え
てみませんか。

　「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
が
食
べ
た
い
」

　
「
障
が
い
が
あ
る
と
か
な
い
と
か

に
関
係
な
く
、
み
ん
な
で
そ
の
人
ら

し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
生
き
て

い
け
る
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。」

　

人
権
週
間
に
、
先
生
か
ら
聞
い

た
言
葉
で
す
。
そ
の
時
、
自
分
が

通
っ
て
い
る
習
い
事
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
あ

る
習
い
事
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま

す
。
3
年
生
の
時
に
、
そ
の
教
室

に
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
会
っ
た
時
、
そ
の
子
の
言

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
子
は
、
耳
の
聞
こ
え
が
よ

く
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

の
子
と
の
会
話
は
、
そ
の
子
の
妹

が
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
理
解
で
き
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
子
と
話
す
の
は
、
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
先
生
か
ら
右

を
見
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
見
る
と
、

そ
の
子
も
見
て
い
ま
す
。
先
生
の
言

わ
れ
た
よ
う
に
行
動
し
て
い
る
の
に

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
帰
り
に
、
先
生
と
そ

の
子
が
ニ
コ
ニ
コ
と
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
先
生
に
聞
く
と
、「
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
食
べ
た
い
。」
と
言
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
子
は
、
話
を
し
て

い
る
人
の
口
の
動
き
で
言
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
会
話
で
き
る
そ

う
で
す
。
ぼ
く
は
そ
れ
を
聞
い
て
、

さ
ら
に
お
ど
ろ
き
、
耳
が
聞
こ
え
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
に
考
え

す
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
ぼ
く
も
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
が

食
べ
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
」
が
、
そ
の
子

と
の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
時
に
、
つ
ば
さ
の
会

の
人
か
ら
、
目
の
不
自
由
な
人
の

生
活
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

目
が
不
自
由
で
も
、
仕
事
を
し
た

り
料
理
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
周
り
の
人
の
手
伝
い

で
、
不
自
由
な
こ
と
が
少
な
く
な

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
子
と
そ
の
子
の
妹
が
手
伝

っ
て
い
た
こ
と
、
先
生
も
そ
の
子

が
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
て
い
た
こ

と
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
周
り

の
人
の
手
伝
い
で
、
障
が
い
が
あ

る
人
も
、
一
緒
に
楽
し
く
生
活
で

き
る
ん
だ
。」
そ
う
思
う
と
、
ぼ

く
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
、

手
伝
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
障
が
い
が
あ
る
人
と

一
緒
に
楽
し
く
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な

優
し
さ
を
持
つ
人
間
に
な
り
た
い

で
す
。

端島炭坑は、高島炭坑の技術を引き継ぎ、炭鉱の島とし
て開発されました。明治中期以降に採炭事業が本格稼
働し、明治後期の高島炭鉱（高島、端島などの海洋炭坑群）
の主力坑となりました。採掘される石炭は高品質で、国
内外の石炭需要を賄い、明治末には八幡製鐵所にも原
料炭を供給していました。大正以降は高層住宅が建設さ
れ、最盛期には約 5,300 人が居住していましたが、エネ
ルギー政策の転換により、1974 年に閉山。無人島となり、
今は坑口などの生産施設跡や護岸遺構が残っています。

端
は し ま

島炭坑

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う 遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産

仲間を紹介します。

●場 所　長崎市高島町
●問 合 先　長崎市観光推進課
　☎０９５（８２９）１３１４
●アクセス　軍艦島上陸ツアーに参加【やまさき海運
( 株 )、( 有 ) 高島海上交通、( 株 ) シーマン商会、軍艦
島コンシェルジュ、馬場広徳（アイランド号）】

■
事
例

　

金
融
機
関
口
座
か
ら
デ
パ
ー

ト
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
引

き
落
と
し
が
毎
月
一
定
額
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
デ
パ
ー
ト
に

問
い
合
わ
せ
る
と
、
５
年
前
と

３
年
前
の
車
検
代
や
買
い
物
し

た
と
き
の
代
金
約
40
万
円
分
の

支
払
い
が
今
も
続
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
と
き
に
は
、い
つ
も
「
翌

月
一
括
払
い
」
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
一
括
払
い
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
７
年
前

に
カ
ー
ド
を
契
約
し
た
と
き
に
、

支
払
方
法
を
「
リ
ボ
払
い
」
に

し
て
い
た
ら
し
い
。
利
用
明
細

な
ど
も
確
認
し
て
い
な
か
っ
た

の
は
反
省
し
て
い
る
が
、
契
約

時
に
も
っ
と
分
か
る
よ
う
に
説

明
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払

方
法
に
は
、
一
括
払
い
や
分
割
払

い
の
ほ
か
に
、
利
用
金
額
や
件

数
に
関
わ
ら
ず
、
毎
月
一
定
の

額
や
割
合
を
支
払
う
リ
ボ
ル
ビ

ン
グ
払
い（
リ
ボ
払
い
）が
あ
り

ま
す
。
リ
ボ
払
い
は
、
月
々
の

支
払
い
を
一
定
額
に
抑
え
ら
れ

る
反
面
、
支
払
い
期
間
が
長
期

化
し
、
手
数
料
が
か
さ
む
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払

う
と
き
に
、
一
括
払
い
に
し
た

は
ず
な
の
に
、
リ
ボ
払
い
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ド
を
申
し
込
む
と

き
は
、
初
期
設
定
が
「
リ
ボ
払

い
」
に
な
っ
て
い
る
カ
ー
ド
も

あ
る
の
で
、
支
払
方
法
や
規
約

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

利
用
明
細
は
必
ず
確
認
し
、

少
し
で
も
不
審
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

リボ払いだったの？
クレジットカードの利用明細は必ず確認

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

今
月
の
広
報
な
か
ま
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
の
４

～
９
月
ま
で
の
ご
み
収
集
日
を
記

載
し
た
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

同
封
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
４
～

９
月
ま
で
の
半
年
分
で
す
。
両
面

印
刷
の
表
と
裏
で
収
集
地
区
が
異

な
り
ま
す
。
自
宅
の
住
所
が
あ
て

は
ま
る
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
広
報
な
か
ま

９
月
号
に
同
封
す
る
予
定
で
す
。

ご
み
出
し
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ご
み
は
、
朝
７
～
８
時
の
間
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
車
は
朝

８
時
か
ら
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

収
集
ル
ー
ト
は
最
も
効
率
よ
く
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
れ
る
よ
う
に
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
８
時
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
車
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来

る
時
刻
は
、
交
通
事
情
や
天
候
な

ど
に
影
響
さ
れ
、
毎
回
同
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
８
時
を
超
え
て
出

し
た
ご
み
が
収
集
さ
れ
て
い
な
い

と
き
は
、
次
回
の
ご
み
出
し
日
に

出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
は
お
お
む
ね
16
時
ご
ろ
に

は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
刻
に

な
っ
て
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み

が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
次
の
こ

と
を
確
認
し
、
環
境
保
全
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
残
っ
て
い
る
ご
み
に
「
シ
ー
ル
」

が
貼
ら
れ
て
い
れ
ば
、
違
反
ご

み
で
す
。
出
し
た
人
が
責
任
を

持
っ
て
再
分
別
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す

〇
シ
ー
ル
が
な
い
場
合
は
、
周
辺

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認
し
、

ご
み
が
ま
だ
あ
れ
ば
回
収
車
が

来
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
の

で
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
く

だ
さ
い

〇
シ
ー
ル
が
な
く
周
囲
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
回
収
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
収
集
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
回

の
収
集
日
に
出
し
直
し
て
く
だ

さ
い

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
資
源
回
収

の
点
か
ら
も
、
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と

き
、
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
は
剥
が

し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

へ
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
通
常
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合

は
、
分
別
し
「
も
え
る
ご
み
」
で

出
し
ま
す
。

や
っち

ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

平成28年度のもえるごみの搬入量は、対27年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

28 年度 27 年度 前年当月比 増減率

１月 832,490㎏ 822,330㎏ 10,160㎏ 1.2％

累計 9,034,640㎏ 9,311,700㎏ △ 277,060㎏ △ 3.0％

フライドポテトが教え
てくれた「障がいがある
人とのコミュニケーショ
ン」。どんな障がいでも
一緒に楽しく生活する
ことが出来るんだ。

底井野小学校６年
御
み た ら い

手洗 圭
け い と

都さん
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History

最終回

　

伊
藤
彦
六
は
、天
明
３（
１
７
８
３
）

年
に
岩
瀬
村
庄
屋
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
文
化
年
間
か

ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
下
二
村
、

頃
末
村
、
中
間
村
、
楠
橋
村
な
ど
の

庄
屋
を
約
35
年
間
も
務
め
、
天
保
２

（
１
８
３
１
）年
に
は
楠
橋
村
の
大
庄

屋
格
ま
で
務
め
た
人
物
で
す
。

　

彦
六
が
庄
屋
を
務
め
て
い
た
地
域

は
、い
ず
れ
も
遠
賀
川
流
域
の
村
々
で
、

遠
賀
川
の
氾
濫
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
彦
六
は
私
財
を
投

じ
て
、
堤
防
工
事
や
耕
地
整
理
な
ど
に

尽
力
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
彦
六
は
楠
橋
村

の
村そ

ん
し
ゃ社
で
あ
る
廣
旗
八
幡
宮
の
再
建

に
も
携
わ
り
、
そ
の
費
用
を
村
民
に
負

担
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
焚た

き
い
し石（
石
炭
）売

買
の
利
益
で
賄
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
廣
旗
八
幡
宮
の
社
殿

は
、
江
戸
時
代
末
期
の
神
社
建
築
の

特
徴
が
良
く
残
っ
て
い
る
た
め
、
平

成
14
年
に
北
九
州
市
指
定
有
形
文
化

財（
建
造
物
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彦
六
は
嘉
永
元（
１
８
４
８
）年
に
66

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
楠

橋
村
民
ら
が
彦
六
を
た
た
え
、
遠
賀
郡

香
月
村
丸
山
に
「
彦
六
塚
」
を
建
立
し

ま
し
た（
大
正
15
年
に
廣
旗
神
社
境
内

に
一
時
移
設
さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
55

年
に
元
の
位
置
に
移
さ
れ
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
廣
旗
神
社
境
内
に
は
、
昭

和
４
年
に
楠
橋
区
民
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
「
伊
藤
彦
六
翁
頌
徳
碑
」
が

あ
り
、
後
世
ま
で
地
域
住
民
に
慕
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

知られざる中間の歴史を
ひも解きます。

下
野 

惠
助
選

短 

歌

冬
日
和
迷
路
と
な
り
し
陶
器
市

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

尾
　
仲
　
美
智
子

大
寒
や
日
本
列
島
反
り
返
り

　
　
　
中
央
三
丁
目	
末
　
次
　
　
哲
　

ソ
プ
ラ
ノ
の
声
伸
び
や
か
に
初は

つ

み

そ

ら

御
空

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子

寒
雲
の
割
れ
て
日
の
矢
を
放
ち
け
り

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

高
　
橋
　
佳
與
詩

肩
包
む
母
の
形
見
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

　
　
　
扇
ケ
浦
二
丁
目	

此
　
元
　
多
津
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 
句

自
分
な
り
の
特
技
磨
い
て
役
立
て
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

二
　
禮
　
秀
　
子

切
れ
端
で
雑
炊
う
ま
い
母
の
腕

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
し
ず
子

嘘
無
し
と
誓
っ
て
ほ
し
い
議
員
さ
ん

　
　
　
小
田
ケ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
　
代

い
つ
の
日
か
借
り
た
御
恩
を
倍
返
し

　
　
　
朝
霧
二
丁
目	

松
　
下
　
未
代
子

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
予
感
答
を
決
め
て
逢
う

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

和
　
田
　
澄
　
雄

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
生
の
ご
み
杖
を
つ
き
つ
つ
捨
て
に
ゆ
く
老
い
に
こ
た
え
る
ご
み
の
重
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

庭
す
み
に
亡
き
義
母
手
植
え
の
小
菊
咲
く
四
十
年
経
し
家
守
る
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

陽
だ
ま
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
つ
つ
気
持
ち
ほ
っ
こ
り
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

受
け
た
恩
忘
れ
て
な
ら
ぬ
胸
に
秘
め
情
け
を
つ
く
す
は
己
が
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

る
す
電
に
愛
称
で
呼
ぶ
姉
の
声
な
ま
り
な
つ
か
し
く
り
返
し
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

伊
藤
彦
六

～
遠
賀
川
治
水
に
取
り
組
ん
だ
庄
屋
～

注
目
の
本

特
集
展
示

「
旅
立
ち
を
迎
え
る
あ
な
た
に
」

　

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
ア
ル

バ
ム
の
作
り
方
の
本
な
ど
を

集
め
ま
し
た
。
大
切
な
人
に

思
い
出
を
添
え
て
、
贈
り
物

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト

　

春
休
み　
　
　
　
　
　
　

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
会

　

春
の
星
座
や
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
紹
介
な
ど
、
お
も

し
ろ
い
話
が
聞
け
ま
す
。

●
日

時　
３
月
25
日
土・

14
時
～
15
時

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

　

講
談
社
「
本
と
あ
そ
ぼ
う

　

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

　

絵
本
を
乗
せ
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
や
っ
て
き
ま
す
。

●
日

時　
４
月
15
日
土

〇
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
…

10
時
30
分
～
11
時

〇
お
は
な
し
会
…
11
時
５
分

～
11
時
35
分

　

新
聞
譲
渡

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
の
朝
日
、

毎
日
、
西
日
本
、
読
売
、
日

本
経
済
新
聞
の
朝
刊
・
夕
刊
、

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
を
無
料
で
譲

り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
土

～
22
日
土
・
９
時
30
分
～

17
時
・
先
着
順

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　3月13日月、21日火、
27日月、29日水、4月3日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

星をつける女
（一般書）

原宏一・著

世界的な「食の格付け本」の元
「格付け人」、牧村紗英。独立し
会社を興した彼女は、学生時代
の先輩で相棒の真山幸太郎と、
人気店の覆面調査と格付けを
開始するが…。

えらいこっちゃのようちえん

幼稚園って「えらいこっちゃ」が
いっぱい!�ひとりでバスに乗った
り、慣れないトイレを使ったり…。
「ぼくたちはとってもたいへんな
んだ」初めて幼稚園に行く子ど
ものがんばりを描いた絵本。

かさい まり・文 / ゆーち みえこ・絵

（児童書）

問 合 先　生涯学習課
　☎（２４６）６２２４

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

伊藤彦六翁
おうしょうとくひ

頌徳碑（廣
ひろはた

旗八幡宮内）

中間南ドリームス

野球だけじゃなく社会勉強も。でもやっぱり野球が一番好き！

●問合先　監督　小林携帯
　０９０（６４２１）８８１３

中間市内最大級の所帯を抱え
る軟式野球チームです。総勢
26人のモットーは「挨拶」「感
謝」「一生懸命」そして「チーム
ワーク」。保護者の強力なバッ
クアップもチームワークを生み
出します。野球や学校の勉強だ
けでなく、ボランティア清掃な
どにも参加して、郷土愛の育成

に力を入れています。「南校区
はもともと中間市民ではない人
が多い。その中で子どもたちに
は、忘れがちな『中間市を愛す
る気持ち』を培ってほしい」と
監督の小林拓さん。仰木彬さ
んのような郷土を代表する名
選手がチームから誕生するかも
しれません。

21 Nakama City Public Relations

月に１度の連載をしてきた「温故知新」は、今月号をもちまして５年間の連載を終了させ
ていただくこととなりました。これまでのご愛読、誠にありがとうございました。（吉田）
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３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　

例
年
、
３
月
に
自
殺
者
が
多
い

た
め
、
平
成
22
年
か
ら
毎
年
３
月

を
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
日
本
の

人
口
統
計
で
は
、
自
殺
者
数
は
年

間
２
４
、０
２
５
人
と
自
殺
者
数

は
交
通
事
故
死
の
約
３
倍
に
あ
た

り
ま
す
。

　

中
間
市
で
は
、
全
国
や
福
岡
県

の
平
均
よ
り
も
自
殺
死
亡
率
が
高

く
、
自
殺
者
数
は
年
間
10
人
前
後

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
に
関
す
る
３
つ
の
基
本
認
識

　
（
自
殺
総
合
対
策
大
網
よ
り
）

１
、
自
殺
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

が
原
因
で
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
」
で
す

２
、
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

３
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
悩

み
を
抱
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を

発
し
て
い
ま
す

自
殺
の
サ
イ
ン

（
厚
生
労
働
省
「
職
場
に
お
け
る

自
殺
の
予
防
と
対
応
」
よ
り
）

〇
う
つ
病
の
症
状（
気
分
が
沈
む
、

自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率

が
落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
な

ど
）が
あ
る

〇
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く

〇
酒
量
が
増
す

〇
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

〇
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大

き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

〇
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

〇
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も

の（
職
、
地
位
、
家
族
、
財
産
）

を
失
う

〇
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

〇
自
殺
を
口
に
す
る

〇
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

自
殺
防
止
の
た
め
の
行
動

〇
気
づ
き
・
声
か
け
…
こ
こ
ろ
の

不
調
を
示
す
サ
イ
ン
な
ど
「
自

殺
の
サ
イ
ン
」
に
気
付
い
て
声

を
か
け
る

〇
つ
な
ぎ
…
早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
す

〇
見
守
る
…
本
人
に
寄
り
添
い
、

焦
ら
ず
温
か
く
見
守
り
、
支
え

て
い
く
姿
勢
を
と
る

自
殺
予
防
や
心
の
健
康
相
談
窓
口

●
窓
口
・
相
談
内
容

〇
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
・
心
の
な
や
み
、
心
の
健
康

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

〇
中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
・
心
の

健
康

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

〇
市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
・
く

ら
し
の
困
り
ご
と

　
☎（
２
４
６
）１
０
３
０

〇
パ
ル
ハ
ウ
ス
ぼ
ち
ぼ
ち
・
福
祉
、

地
域
活
動
支
援

　
☎（
２
４
３
）３
３
８
７

※
相
談
時
間
は
、
窓
口
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

４月の子育てカレンダー
７日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
10日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

11日火
離乳食教室 受付9:30 ～ 10:00
わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

20日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
26日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
27日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

大
腸
と
は

　

大
腸
は
全
長
約
1.6
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
３
～
４
ミ
リ
の
筒
状
の
臓
器

で
、
盲
腸
か
ら
始
ま
り
上
行
結
腸
、

横
行
結
腸
、
下
行
結
腸
、
Ｓ
状
結

腸
、
直
腸
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
の

役
割
は
、
水
分
と
塩
類
を
吸
収
し

て
大
便
を
作
る
こ
と
で
す
。

大
腸
の
観
察

　

大
腸
を
観
察
す
る
方
法
に
、
注

腸
検
査
が
あ
り
ま
す
。
肛
門
か
ら

バ
リ
ウ
ム
と
空
気
を
注
入
し
て
大

腸
の
粘
膜
に
付
着
し
た
バ
リ
ウ
ム

を
撮
影
し
、
病
気
の
発
見
を
行
い
ま

す
。
以
前
は
大
腸
検
査
の
主
役
で

し
た
が
、
放
射
線
被
ば
く
が
大
き

い
こ
と
な
ど
の
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
直
接
大
腸
の
粘
膜

を
観
察
で
き
る
大
腸
内
視
鏡
検
査

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

注
腸
検
査
に
も
内
視
鏡
検
査
に
は

な
い
長
所
が
あ
る
の
で
、
病
気
に

よ
っ
て
は
両
方
の
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
内
視
鏡

　

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
大
腸
が

ん
に
か
か
る
人
は
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
進
行
し
て
初
め
て
自
覚
症

状
が
出
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的
に

行
わ
れ
る
検
査
に
は
、
便
潜
血
検

査
が
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
初
期

の
大
腸
が
ん
を
見
つ
け
る
能
力
は

内
視
鏡
検
査
の
ほ
う
が
優
れ
て
い

ま
す
。
便
潜
血
検
査
で
異
常
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
大
腸
が
ん
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
大

腸
を
た
だ
観
察
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
場
で
治
療
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。
実
際
、
症
状
が
な
く

大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
み
た

と
こ
ろ
早
期
の
大
腸
が
ん
が
見
つ
か

り
、
内
視
鏡
治
療
に
よ
り
完
治
し

た
と
い
う
患
者
さ
ん
も
多
数
い
ま

す
。
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、
大

腸
が
ん
で
あ
っ
て
も
、
お
腹
を
切
ら

ず
に
完
治
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

内
視
鏡
に
あ
る
特
殊
な
能
力

　

残
念
な
が
ら
、
早
期
大
腸
が
ん

の
全
て
を
内
視
鏡
で
治
療
が
出
来

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

大
腸
が
ん
の
中
で
も
、
が
ん
の
根

が
浅
い
も
の
だ
け
が
内
視
鏡
治
療

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
最
先
端
の

内
視
鏡
に
は
、
粘
膜
を
拡
大
す
る

機
能
や
特
殊
な
光
を
出
す
機
能
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機

能
で
、
が
ん
の
根
の
深
さ
を
予
想

し
、
適
切
な
治
療
を
選
択
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、
が

ん
に
か
か
る
時
代
で
す
。
症
状
が

な
い
か
ら
、
血
液
検
査
で
異
常
が

な
い
か
ら
と
い
っ
て
大
丈
夫
と
思

わ
ず
、
ま
ず
は
検
査
を
受
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

今月のテーマ

大腸がん

産業医科大学消化器内科
宮川 恒一郎 医師

医
療
講
座●問合先　市立病院

　☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

第
114
回

②　 ボウルに、A のドレッシングを混ぜ合わせる。

①　 乾燥ひじきを水で戻してゆで、水けをきっておく。ミニトマトは 1/4 のくし切
り、アボカドは 1.5㎝の角切り、玉ねぎは、薄切りしてさっとお湯にくぐらせる。

作り方

乾燥ヒジキ…5g
ミニトマト…4 個
アボカド…100g
タマネギ…20g
カイワレ大根…適量
ミックスビーンズ…50g
Ａ（マヨネーズ…大さじ 2、しょうゆ…小
さじ１、酢…小さじ 2）

材料（２人分） （１人分）
エネルギー：243㎉
食塩：0.8g

中間市食生活改善推進会の監修
により、体に優しいレシピを紹
介しています。

今月のレシピ

ヒジキとアボカドの
サラダ

Nakama's
キッチン

③　 ②にひじき・トマト・アボカド・玉ねぎ・ミックスビーンズを加え混ぜ合わせ
る。器に盛り、カイワレ大根をのせる。

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

２月11日オープン！完全予約制の鍋料理

　なかまフットパスの観光ガ
イドとして活動する山口妙子さ
ん。お店を始めたきっかけは、
中間の歴史や自然を感じるフ
ットパスで、食や人とのふれあ
いも楽しんでもらおうと鍋を振
る舞ったことです。その鍋が好
評で、より多くの人に味わって
もらおうと一念発起しました。
　店名の「雅楽」は、亡くなっ
たご主人の名前とその鍋を楽
しそうに作るご主人の様子を
重ねて名づけたそう。ご主人
が長年かけて作り上げた秘伝
のスープと特製のかしわ団子

はまさに絶品です。
　また、食材にこだわり、国産・
オーガニックのものしか使用し
ないという徹底ぶり。おいしく
食べて、健康にも良い食事を
ぜひ楽しんでください。

雅
が ら く

楽

ＭＥＭＯ

〒809-0004
下大隈1605-5
☎070（2415）0815
営業時間　11：30～14：30
営業日　金～日曜日（予約制）
現在は、1日1組（3～8人）限定で営
業中。心を込めておもてなしします。
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若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
付

　
経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校
な

ど
へ
の
進
学
が
困
難
な
人
に
、
次

の
と
お
り
無
利
子
で
修
学
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
条
件

○
市
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ
の
子

で
、
専
修
学
校
な
ど
に
入
校
し

た
年
度
の
前
年
度
に
中
学
校
ま

た
は
高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
高
校
を
中
退
し
た
人

○
平
成
29
年
度
に
対
象
の
専
修
学

校
の
専
門
課
程（
修
学
年
限
１

年
以
上
２
年
未
満
）、
専
修
学

校
の
高
等
課
程
、
一
般
課
程
ま

た
は
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
）に
進
学
す
る
人

○
中
間
市
若
年
者
専
修
学
校
等
技

能
習
得
資
金
貸
与
要
綱
に
当
て

は
ま
る
人

●
連
帯
保
証
人　
原
則
と
し
て
県

内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を

営
む
成
年
者
の
中
か
ら
１
人
を

立
て
る
こ
と

※
申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

申
請
人
の
親
権
者
ま
た
は
後
見

人
を
連
帯
保
証
人
と
し
ま
す
。

●
収
入
基
準　
生
活
保
護
基
準
額

の
1.5
倍
以
下

●
貸
付
金
額

○
入
校
支
度
金
…
１
０
０
、０
０
０
円

○
修
学
資
金（
月
額
）
…
５
３
、０
０
０

円（
専
門
過
程
）、
３
０
、０
０
０
円

（
そ
の
ほ
か
の
課
程
）

●
返
還
期
間　
在
学
期
間
の
３
倍

の
期
間
内

●
申
込
方
法　
人
権
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
い
る
申
請
書
な
ど

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
権
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

●
申
込
期
間　
４
月
３
日
月
～
28

日
金

●
問
合
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

防
犯
登
録
料
な
ど
が
変
更

　
４
月
１
日
か
ら
防
犯
登
録
料
金

と
有
効
期
間
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
の
盗
難
防
止
と
被
害
回
復

の
た
め
に
防
犯
登
録
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

●
登
録
料
金

〇
旧
料
金
…
500
円

〇
新
料
金
…
600
円

●
有
効
期
限

〇
旧
期
限
…
７
年

〇
新
期
限
…
10
年

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

境
界
問
題

無
料
相
談
会

　
境
界
問
題
や
土
地
の
分
筆
、
建

物
の
新
築
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

●
日

時　
４
月
12
日
水
・
13

時
～
16
時

※
予
約
不
要
で
す
。

●
場
所
・
問
合
先　
県
土
地
家
屋

調
査
士
会（
小
倉
北
区
田
町
12

‐
９
）

　
☎
０
９
２（
７
４
１
）５
７
８
０

平
成
29
・
30
年
度
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請

　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
の
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
及
び
物
品
そ

の
他
官
公
需
供
給
業
務
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
受
け
付
け

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
期

間　
４
月
３
日
月
～
28

日
金
・
９
時
～
16
時

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
603
‐
１
）

　
☎（
２
９
３
）３
５
８
１

「
子
育
て
女
性
再
就
職
支
援
」

出
張
面
接
相
談

　
県
の
子
育
て
女
性
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
共
催
で
、「
子
育
て
女
性

就
職
支
援
面
接
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

育
児
や
介
護
な
ど
家
庭
の
都

合
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た
け

れ
ど
、「
働
き
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
女
性
の
就
職
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
る
よ
う
、
就
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
就
業
相
談
や
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

募
集

離
乳
食
教
室

　
教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
教
室
が
始
ま
る
前
に
お
子

さ
ん
の
計
測
を
希
望
す
る
人
は
早

め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
４
月
11
日
火
・
10

時
～
11
時
30
分（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
の
講
話
と
試
食

※
講
話
は
離
乳
食
前
期
～
後
期

（
生
後
５
か
月
～
１
歳
３
か
月
ご

ろ
）に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
４
月
６
日
木

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
知
り

た
い
こ
と
な
ど
を
講
習
と
実
技
を

通
じ
て
説
明
し
ま
す
。
事
前
予
約

制
で
す
。

●
日

時　
３
月
28
日
火
・
13

時
30
分
～
16
時（
受
付
は
13
時

～
）

●
場

所　
県
宗
像
総
合
庁
舎

（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　
30
人
・
先
着
順

●
申
込
締
切　
３
月
22
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
４
７
）０
３
４
４

２
０
１
７
年
度

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集

の
体
験
談
と
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
興
味
が
あ
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
３
月
31
日
金
～
５

月
10
日
水

●
問
合
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

北
九
州

　
☎（
６
４
３
）５
９
３
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.jica.go.jp

訪
問
看
護
師

養
成
講
習
会

　

訪
問
看
護
を
開
始
す
る
新
任

期
の
看
護
師
な
ど
が
、
訪
問
看
護

に
必
要
な
基
本
的
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。

●
期

間　
６
月
６
日
火
～
10

月
24
日
火（
25
日
間
）

●
時

間　
9
時
30
分
～
16
時

30
分

●
場

所

〇
講
義
・
演
習
…
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

福
岡

〇
実
習
…
県
内
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
保
健
所
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
・
福
祉

施
設
な
ど

●
対

象　
訪
問
看
護
に
従
事

し
て
３
年
未
満
の
看
護
職（
従

事
予
定
者
を
含
む
）

●
募
集
人
数　
50
人

●
受
講
料　
５
０
、０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
28
日
金

●
問
合
先　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https://www.fukuoka-kango.
or.jp/

く
ら
し
の
お
悩
み
無
料
相
談
会

　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
葬

儀
・
お
墓
の
問
題
な
ど
、
く
ら
し

の
悩
み
を
対
象
と
し
た
無
料
の

相
談
会
で
す
。
事
前
の
申
し
込
み

や
相
談
料
は
不
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
26
日
日
・
13

時
～
16
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
モ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
か
ま

　
☎（
７
０
１
）４
０
９
９

イ
ベ
ン
ト

世
界
遺
産
バ
ス
ツ
ア
ー
in

北
九
州
・
中
間

　

平
成
27
年
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」
の
構
成
資
産
で
あ
る
官

営
八
幡
製
鐵
所
と
遠
賀
川
水
源
地

ポ
ン
プ
室
を
専
門
家
の
解
説
付
き

で
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
26
日
日
・
12

時
30
分
～
17
時

●
行

程　
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
～
北

九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
～
官
営
八
幡
製
鐵
所
眺
望

ス
ペ
ー
ス
～
中
間
市
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
～
遠
賀
川
水
源
地
ポ

ン
プ
室
眺
望
ス
ペ
ー
ス
～
Ｊ
Ｒ

小
倉
駅

※
製
鐵
所
構
内
に
は
立
ち
入
り
し

ま
せ
ん
。

●
定

員　
40
人
・
先
着
順

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
３
月
21
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
県
世
界
遺
産

登
録
推
進
室

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
６
２

　
℻
０
９
２（
６
４
２
）３
１
６
３

お
知
ら
せ

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰

　

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
日　
３
月
31
日
金

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

き
ま
す
。

●
資

格　
自
動
車
の
運
転
免

許(

原
付
免
許
を
含
む)

を
受

け
、
5
年
以
上
ま
た
は
10
年
以

上
運
転
を
継
続
し
、
無
事
故
・

無
違
反
の
人

※
同
種
以
上
の
賞
を
す
で
に
受

賞
さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
０
１
）１
８
１
８

無
戸
籍
で
お
困
り
の
方

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
困
っ
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る

人
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
事
情
を
聞
い
て
、
ど

の
よ
う
な
手
続
き
が
出
来
る
か
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
窓
口
・
時
間

〇
福
岡
法
務
局
戸
籍
課
・
８
時
30

分
～
17
時
15
分（
平
日
）

　
☎
０
９
２（
７
２
１
）９
３
３
４

〇
中
間
市
役
所
市
民
課
・
８
時
30

分
～
17
時
15
分（
平
日
）

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
１

〇
福
岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人

権
110
番
・
12
時
30
分
～
15
時
30

分（
土
曜
日
）

　
☎
０
９
２（
７
５
２
）１
３
３
１

●
問
合
先　
福
岡
法
務
局

　
☎
０
９
２（
７
２
１
）９
３
３
４

　
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
毎
月
第
２
木
曜
日・

10
時
～
正
午

※
祝
日
の
場
合
は
翌
金
曜
日
で
す
。

●
場

所　

人
権
セ
ン
タ
ー

（
岩
瀬
一
丁
目
17
‐
１
）

●
予
約
先　
県
北
九
州
労
働
者

支
援
事
務
所

　
☎（
５
３
３
）６
６
３
７

●
問
合
先　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

認
知
症
介
護
相
談
窓
口

　
県
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
認
知
症
に
関
す
る

介
護
の
悩
み
ご
と
に
対
し
て
、
電

話
や
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
場
合
、
通
常
の
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
面
談
の
場
合
、
予
約
が

必
要
で
す
。

●
日

時　
毎
週
水
曜
日
・
土

曜
日
・
11
時
～
16
時

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
問
合
先　
県
認
知
症
介
護
相
談

　
☎
０
９
２（
５
７
４
）０
１
９
０

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/
contents/ninchisyousoudan.html

中
央
公
民
館
は

日
曜
日
も
開
館
中

　

講
堂
を
使
っ
て
の
音
楽
活
動

や
研
修
室
を
使
っ
て
の
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
使
用
料

〇
講
堂　
７
６
０
円
／
１
時
間

〇
備
品（
マ
イ
ク
な
ど
）　
無
料

※
空
調
料
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

●
開
館
時
間

〇
月
曜
～
土
曜
日
…
８
時
30
分
～

22
時

〇
日
曜
日
…
８
時
30
分
～
18
時

※
３
月
31
日
金
ま
で
は
22
時
ま

で
で
す
。

●
閉
館
日　
祝
日
、
年
末
年
始

※
４
月
１
日
か
ら
火
曜
日
が
閉
館

に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

講堂の様子。（少人数での利用も可）
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わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
● 必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
● 応募・問合先　企画政策課（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

有
料
広
告
欄

み
ん
な
集
合

陶
芸
教
室

　

働
く
婦
人
の
家
陶
芸
グ
ル
ー
プ

「
蛙が

い
ろ
め目
工
房
」
で
は
、
会
員
を
募

集
中
で
す
。
世
界
で
た
だ
１
つ
の

お
湯
呑
み
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な

ど
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
未
経
験

者
大
歓
迎
で
す
。

●
日

時　
毎
週
水
曜
日
・
13

時
30
分
～
15
時
30
分

※
祝
日
は
休
み
で
す
。

●
場

所　
働
く
婦
人
の
家
陶

芸
作
業
所

●
会

費　
２
、５
０
０
円
／
月

●
問
合
先　
桑
原
携
帯

　
☎
０
９
０（
９
０
７
６
）０
５
８
６

川
柳
教
室

　

川
柳
に
興
味
の
あ
る
方
、
句
会

に
出
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
一
緒
に
勉
強
し

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
月
曜
日（
10
時
～
正

午
）・
弥
生
公
民
館

○
毎
月
第
１
金
曜
日（
13
時
～
15

時
）・
中
央
公
民
館

○
毎
月
第
１
日
曜
日（
12
時
30
分

～
15
時
）・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
毎
月
第
４
土
曜
日（
13
時
～
15

時
）・
新
手
公
民
館

●
対
象
者　
川
柳
に
興
味
が
あ

る
人

●
会

費

○
誌
友
費
…
年
４
、８
０
０
円（
機

関
誌
毎
月
発
行
１
年
分
）

○
句
会
費
…
月
100
～
200
円（
開
催

場
所
で
異
な
り
ま
す
）

●
問
合
先　
吉
富
宅

　
☎（
２
４
４
）７
２
９
８

韓
国
語
教
室

　

韓
国
語
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
開
講
日
時

○
入
門
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
全
く

わ
か
ら
な
い
人
）
…
４
月
４
日

火
・
19
時
～
20
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
火
曜
日
に
月
３
回
。

○
初
級
ク
ラ
ス（
韓
国
語
を
少
し

習
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
）
…
４

月
７
日
金
・
19
時
～
20
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
金
曜
日
に
月
３
回
。

○
中
級
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
あ
る

程
度
話
せ
る
人
）
…
４
月
５
日

水
・
15
時
～
16
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
水
曜
日
に
月
３
回
。

●
場

所　
遠
賀
韓
国
会
館

　
（
水
巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

※
専
用
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

●
定

員　

各
ク
ラ
ス
15
人
・

先
着
順

●
受
講
料　
月
額
２
、５
０
０
円

※
入
学
金
は
無
料
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎（
２
０
１
）１
８
２
３

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

チ
ー
ム
で
も
個
人
で
も
申
し
込

み
出
来
ま
す
。
個
人
の
申
込
者
は
、

当
日
に
チ
ー
ム
編
成
し
ま
す
。

●
期

日　
４
月
20
日
木

※
雨
天
時
は
４
月
21
日
金
で
す
。

雨
天
時
は
８
時
以
降
に
体
育
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
場

所　
太
陽
の
広
場

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
活
動

を
し
て
い
る
人

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
４
月
13
日
木

●
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
21
日
日

●
場

所　
福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー

●
出
店
料　
無
料

※
飲
食
物
の
出
店
は
不
可
で
す
。

●
申
込
方
法　
往
復
は
が
き

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
出
品

内
容
、「
フ
リ
マ
申
込
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
３
月
21
日
火
・
必
着

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
、
申
込
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー

　
（
〒
839
‐
１
２
１
３
久
留
米
市

田
主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５
）

　
☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

北
九
州
市
営
バ
ス
運
転
者

　

時
間
額
嘱
託
員
と
し
て
勤
務
す

る
、
北
九
州
交
通
局
の
バ
ス
運
転

者
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
資
格
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
採
用
試
験
日
時　
３
月
26
日
日
・

８
時
30
分
集
合

●
採
用
試
験
場
所　
北
九
州
交
通

局
若
松
営
業
所（
若
松
区
東
小

石
町
３
‐
１
）

●
申
込
締
切　
３
月
16
日
木

●
試
験
方
法　
作
文
、
実
技
、
面
接

●
問
合
先　
北
九
州
交
通
局

　
☎（
７
７
１
）８
４
０
１

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
● 応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

いつも元気いっぱいのはるくん。
これからもお姉ちゃんと仲良く
たくさん遊んでね！！

H27.7.3 生　（扇ケ浦四丁目）
瀬
せ い

井 陽
は る と

斗ちゃん

お姉ちゃんにソックリな男の子♪甘え
ん坊で、よく笑って泣いて…これから
も成長が楽しみですっ。家族皆で楽
しい思い出沢山増やしていこうね♪

H28.7.12 生　（中尾一丁目）

我が家のおてんば娘…♪いつも笑
顔にさせてくれてありがとう。弟
を可愛いがってくれてありがと
う。七五三本当可愛いかったよ～

H25.12.23　（中尾一丁目）
斎
さいとう

藤 珠
じ ゅ り

莉ちゃん

我が家の宝物 ^_^
元気に笑顔たくさんの男の子に育
ってね。

H28.3.6 生　（岩瀬四丁目）
高
たかぎし

岸 虎
た い が

輝ちゃん

斎
さいとう

藤 壱
い っ さ

咲ちゃん

12 月 累計
件 数 21 件 331 件
死 者   0 人   1 人
負傷者 33 人 462 人

１月 累計
建 物 １件 １件
林 野 ０件 ０件
車 両 ０件 ０件
その他 １件 １件
件 数 ２件 ２件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

■火災発生件数■

■交通事故発生件数■

■人の動き■
平成 29 年１月末現在（前月比）

○人 口…42,863 人（ー 20）
○ 男 …19,944 人（－ 10）
○ 女 …22,919 人（ー 10）
○世帯数…20,533 世帯（＋４）

平成 28 年 12 月末現在
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有
料
広
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欄

■
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行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
29
年
３
月
号
N
o.1016

忘れないで、今月の納付・納税

●国民健康保険税（10期）
●介護保険料（12期）
●後期高齢者医療保険料（９期）

有
料
広
告
欄

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

37円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

２月に遠賀川河川敷で行われた「遠賀
川フェス」は前夜の雪が残る中、大変
な盛況を博しました。市内のお店を中
心にお肉やラーメンのブースが軒を連
ね、ステージでは DA　PUNP さんな
どのパフォーマンスで熱狂。みんなで
寒さを吹き飛ばしました。同時に行わ
れた講演会では、国土交通省の担当
者などを招いて、遠賀川の未来を市民
の皆さんと一緒に探りました。これま
で、国など役所が管理する対象だった
川を、民間のアイデアと行政の制度を
うまく利用してまちづくりの主軸にして
いこうというミズベリングプロジェクト。
未来に向かって広が
る中間市の可能性を
感じた１日でした。

市長のあしあと

▶１月に公募した中間市のキャッチコピーとロ
ゴマーク。おかげさまで、私たちの予想をはる
かに上回る応募をいただきました。厳しくもあ
たたかい審査を行っています。本当に数が多い
ため少し時間がかかっていますが、４月には皆
さんに披露できる予定です。また、現在スマホ
で使える「LINE スタンプ」を製作中です。主役
はもちろんなかっぱ。完成したらまたお知らせ
しますので、みなさん購入してくださいね。（講）
▶中間市では、昨年12月からふるさと納税のポ
ータルサイト「さとふる」を利用し、ふるさと
納税のスタイルを一新しました。全国各地から
1,500件を超えるたくさんの寄付をいただきま
した。中間で生まれ育ったけど、仕事などの関
係で地元を離れてしまったという人たちに、ふ
るさと納税をつうじて中間を応援していただ
き、中間市の返礼品を楽しんでいただければと
思います。（翔）

編集後記

■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　福祉支援課
　☎（２４６）６２８２

日 曜 ４　　月　　の　　行　　事　　予　　定

1 土
○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

2 日 ○休日窓口開設　市役所１階　（9:00 ～ 12:00）
3 月
4 火
5 水
6 木 春の交通安全県民運動（15日まで）
7 金
8 土

9 日 環境美化の日
○第9回やっちゃれビーチバレーボール大会　体育文化センター　（9:00 ～）

10 月 ○5月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）
11 火 ○中学校入学式　市内各中学校　（10:00 ～）

12 水
○小学校入学式　市内各小学校　（10:00 ～）
○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

13 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談 (4/11までに要予約 )　人権センター　（10:00 ～ 12:00）
○民生委員児童委員協議会　保健センター　（14:00 ～）

14 金

15 土

春の図書館まつり（5月7日まで）
○「科学道100冊」特集展示　市民図書館　（9:30 ～ 19:00）
○「昔の民家～わらぶき屋根～」　市民図書館　（9:30 ～ 19:00）
○講談社「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」　市民図書館　（10:30 ～ 11:35）

16 日 ○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）
17 月
18 火
19 水 ○自治会連合会総会　中央公民館　（13:30 ～）
20 木 ○第41回中間市ゲートボール大会　太陽の広場　（8:30 ～）

21 金 ○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

22 土 ○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）
23 日 ○子ども読書の日　ＤＶＤアニメ上映会　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）
24 月
25 火
26 水 ○ベビーマッサージ　子育て支援センター　（10:30 ～ 11:30）

27 木 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）
○市税などの夜間納付窓口の開設（28日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

28 金
29 土
30 日 ○ナカマラボ（端午の節句ラボ）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。


